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目的・課題 解決ポイント

シクロヘキサンの酸化反応を行う
にあたり、シクロヘキサンの転化
率及びシクロヘキサノンの選択
性を向上させ、副生成物を抑制
するとともに、広範なコバルト化
合物を触媒として用いて、効率的
に且つ安価にシクロヘキサノンを
製造する方法を提供する。

第一世代（1st）：ステンレス製オートクレー
ブ (10 ml) に、シクロヘキサンと触媒と
を加え酸化反応を実施する（酸素：窒素
（21：79）混合ガスを10 MPa に充填し
た後に系を閉じ、135 ºC で 24 時間加
熱撹拌する。

第二世代（2nd）以降：前世代で得られた酸

化反応混合物の一部を、新たなシクロ
ヘキサンに加えて、同条件で加熱攪拌
する。
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新たにコバルト化合物を追加することなく、シクロヘキサノンを製造することが可能に
なった。
第一世代（1st）の触媒：硝酸コバルト六水和物 (1 mol%) ；酸化反応混合物の移動量
：1/50 体積量の結果を下表に示す。

出願人：山口大学 発明者：山本豪紀
特開2014-136680  特許第6090740号

発明の名称：シクロヘキサノンの製造方法

無料開放特許
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1st 2nd 3rd 4th 5th

1st 2nd 3rd 4th 5th

ｼｸﾛﾍｷｻﾉﾝ／ｼｸﾛﾍｷｻﾝ 3.5 / 96.5 5.5 / 94.5 5.2 / 94.8 5.2 / 94.8 3.2 / 96.8

推定ｺﾊﾞﾙﾄ量 (mol%) 1.00 0.02 4.00×10-4 8.00×10-6 1.60×10-7




